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地域防災について
  市民と議員が意見交換‼

常陸太田市議会



議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
11
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太
田
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本 

会 

議

原
案
承
認

報
告
第
12
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太
田
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本 

会 

議

原
案
承
認

報
告
第
14
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）） 

本 

会 

議

原
案
承
認

議
案
第
37
号

常
陸
太
田
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
38
号

太
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
39
号

常
陸
太
田
市
本
庁
舎
東
棟
空
調
設
備
改
修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
40
号

移
動
式
エ
ア
コ
ン
購
入
の
契
約
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
41
号

市
道
０
１
３
９
号
線
ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
委
託
契
約
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
42
号

市
道
０
１
３
９
号
線
工
事
等
委
託
契
約
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

第
３
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

■
提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

第
３
回
市
議
会
定
例
会
（
６
月
２
日
か
ら
16

日
）
の
提
出
議
案
は
、専
決
処
分
の
報
告
４
件
、

専
決
処
分
の
承
認
４
件
、
令
和
７
年
度
継
続
費

等
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
５
件
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
工
事
請
負
契
約
２
件
、
物
品
購
入

契
約
１
件
、
市
道
０
１
３
９
号
線
ト
ン
ネ
ル
本

体
工
事
等
委
託
契
約
２
件
、
令
和
８
年
度
補
正

予
算
２
件
、
合
わ
せ
て
21
件
で
す
。

5 月 27 日に開催された全国市議会議長会定期総
会において、国会対策委員会委員としての会務運営
の功績に対し、高星議長に感謝状が贈られました。

全国市議会議長会から感謝状

上：高星 勝幸 議長
下：藤田 謙二 市長

第
３
回
市
議
会
定
例
会
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本
市
に
お
け
る
不
登
校
児

童
生
徒
の
現
状
と
課
題
、
子

ど
も
の
心
の
変
化
を
早
期
に
把
握
す

る
「
Ｐ-

Ｌ
ｉ
ｎ
（
ぷ
り
ん
）」
の
効

果
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
な

る
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
状
況

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

教
育
長　

市
内
の
不
登
校
児

童
生
徒
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
約
４
％
近
く
の
児

童
生
徒
が
不
登
校
で
あ
り
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
。「
Ｐ-

Ｌ
ｉ
ｎ
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
教
職
員
の
経
験
や
観
察

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

議
案
第
43
号

令
和
８
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
44
号

令
和
８
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

請
願
第
３
号
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
の
請
願

産
業
建
設

趣
旨
採
択

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付　

託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
茅根　　猛
成井小太郎
深谷　秀峰
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
菊池　勝美
諏訪　一則
小室　信隆
森山　一政
鴨志田　悟
片根　志雄
郡司　哲也
石川　晶大

議
決
結
果

報
告
第
13
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本 

会 

議

－

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
承
認

　
【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
同
編
集
、
録
音
・
動
画
に
よ
る
振
り

返
り
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
な
ど
、
学
び

の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
端
末
を
活

用
し
た
情
報
収
集
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
作
成
に
関
す
る
肯
定
的
な
意
識
が

80
％
以
上
で
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。
教
職
員
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担

当
者
研
修
、
授
業
公
開
に
よ
る
教
員
同

士
の
学
び
合
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ

る
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
研
修
を
進
め
、
今
後

も
、
す
べ
て
の
教
員
が
授
業
改
善
の
た

め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
を
進

め
る
た
め
、研
修
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
Ｄ
Ｘ
は
、
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
、
友
達
と
考
え
を
深
め
る
「
協
働
的

な
学
び
」
を
実
現
す
る
教
育
改
革
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
教
職
員

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る

よ
う
、
研
修
や
校
務
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

一
人
一
台
端
末
や
電

子
黒
板
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
整
備
し
、
調
べ
学
習
、
考
え
の
共
有
、

【片根 志雄 議員　質問事項】
●市立学校の魅力向上に向けた取り組み

について

だ
け
で
頼
り
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も
の
心

の
状
態
を
可
視
化
し
、
不
登
校
等
の
未

然
防
止
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ま

た
、
相
談
の
し
や
す
さ
も
向
上
し
て
お

り
、
利
用
し
た
生
徒
の
約
６
割
が
「
問

題
が
解
決
し
た
」
等
と
回
答
し
、
状
況

の
改
善
に
繋
が
っ
て
い
る
。
校
内
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
は
現
在
、
市
内
４
校
に
設
置

さ
れ
、
教
室
復
帰
に
つ
な
が
る
な
ど
、

不
登
校
の
未
然
防
止
・
復
帰
支
援
に
お

い
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
は
効

果
を
検
証
し
、
市
内
中
学
校
全
校
へ
の

配
置
を
検
討
す
る
。

片根　志雄
議員

問１

市
立
学
校
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問１-１答１-１

答１-２ 問１-２
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高
倉
地
区
に
お
い
て
交
通
空

白
地
有
償
運
送
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
地
域
主
体
の
移
動
支
援
の
先

行
事
例
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
移
動
困
難
者
へ

の
対
応
は
重
要
性
を
増
し
て
い
く
。
そ

こ
で
、
地
域
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
る

移
動
支
援
や
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
認
識
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。企

画
部
長　

現
行
の
Ａ
Ｉ
乗

結
婚
推
進
事
業
を
出
会
い
の

創
出
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、

本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
や
子
育
て
支

援
施
策
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
定
着
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の

こ
と
の
本
市
の
認
識
と
結
婚
相
談
セ
ン

タ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
の
近
年
の
成
婚

数
と
本
市
が
把
握
し
て
い
る
市
内
定
住

に
繋
が
っ
た
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

企
画
部
長　

成
婚
実
績
は
、

令
和
５
年
度
15
件
、令
和
６
年
度
10
件
、

令
和
７
年
度
９
件
。
把
握
し
て
い
る
本

市
の
居
住
実
績
は
、令
和
５
年
度
３
件
、

令
和
６
年
度
１
件
、令
和
７
年
度
２
件
。

今
年
度
は
事
業
効
果
の
検
証
を
行
い
、

結
婚
希
望
者
へ
の
支
援
内
容
及
び
成
婚

後
の
検
証
方
法
の
見
直
し
に
努
め
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
宅
支
援
や

子
育
て
支
援
な
ど
、
成
婚
後
の
支
援
施

策
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
定
住
・
子
育

て
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問１

合
タ
ク
シ
ー
で
は
送
迎
に
時
間
を
要
す

る
地
域
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
域
で

は
地
域
内
を
運
行
す
る
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
運
行
も
有
効
だ
と
考
え
る
。

一
方
で
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行

は
、
既
存
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難

な
場
合
に
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協

議
を
経
て
運
行
で
き
る
。
地
域
の
合
意

形
成
や
高
倉
地
区
で
の
課
題
を
踏
ま

え
、
他
地
区
で
の
運
行
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

問２答２

【郡司 哲也 議員　質問事項】
●少子化・人口減少対策について
●地域公共交通について
●学校給食について

問１

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
の
結
婚
推
進
事
業
を
問
う

問２

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
推
進
に
つ
い
て

郡司　哲也
議員

【鴨志田 悟  議員　質問事項】
●小中学生の体力の向上について
●浅川の治水対策について

現
在
の
小
中
学
生
は
社
会
生

活
環
境
の
急
激
な
変
化
、
特

に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
ゲ
ー
ム
・
ス
マ

ホ
の
長
時
間
利
用
の
問
題
等
に
よ
り
、

健
康
や
体
力
向
上
の
面
で
危
惧
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、

小
中
学
生
の
体
力
面
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。教

育
長　

令
和
７
年
度
の
調

査
に
お
い
て
、
小
学
校
５
年

生
と
中
学
校
２
年
生
、
い
ず
れ
も
全
国

平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県

平
均
の
比
較
に
お
い
て
も
、
小
中
９
学

年
中
、
８
学
年
で
県
平
均
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

も
本
市
小
中
学
生
の
体
力
・
運
動
能
力

は
高
い
水
準
に
あ
る
と
言
え
る
。
今
後

も
、
各
校
が
学
校
や
個
の
課
題
に
応
じ

て
策
定
し
た
「
体
力
ア
ッ
プ
推
進
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
重
点
的
な
取
り
組
み

を
通
し
て
個
の
課
題
の
改
善
と
体
力
向

上
に
努
め
て
い
く
。

令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
で

問１

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
久
慈
川
水
系

で
は
、
現
在
、
国
、
県
、
市
町
村
が
連

携
し
て
「
久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
堤
防
が
決
壊
し
た
浅
川
の
下
流
域

の
治
水
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

茨
城
県
で
は
、

令
和
２
年
度
に
堤
防
の
応
急

復
旧
を
実
施
し
、
そ
の
後
同
様
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削

等
の
河
川
改
修
を
進
め
、
令
和
７
年

度
末
ま
で
に
久
慈
川
合
流
部
か
ら
副
堰

橋
の
区
間
が
概
成
し
て
い
る
。
副
堰
橋

よ
り
上
流
区
間
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

は
河
道
掘
削
等
を
行
っ
て
い
く
と
伺
っ

て
い
る
。
松
栄
橋
と
そ
の
西
側
の
市
道

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
で
は
ま
ず
流

下
能
力
が
低
い
区
間
の
河
道
掘
削
を
行

い
、
松
栄
橋
の
架
替
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
方
針
と
伺
っ
て
い
る
。
西
側
の
市

道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

に
用
地
測
量
業
務
を
進
め
、
今
年
度
は

対
象
地
の
用
地
買
収
後
道
路
改
良
工
事

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問２

答２

問１

新
体
力
テ
ス
ト
に
よ
る
小
中
学
生
の
体
力
の
現
状
は

問２

浅
川
下
流
の
治
水
対
策
を
問
う

鴨志田　悟
議員

答１ 答１
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国
際
情
勢
の
影
響
に
よ
る
物

価
高
騰
等
を
受
け
、
予
定
通

り
総
事
業
費
90
億
円
で
整
備
が
可
能
な

の
か
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

新
総
合
体
育
館

新
築
工
事
や
外
構
工
事
の
ほ

か
、
野
球
場
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
等
を
含

め
、
総
事
業
費
約
90
億
円
で
整
備
を
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
事
業
計
画
ど

お
り
確
実
か
つ
安
全
に
整
備
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
管
理
の

も
と
、
適
切
な
事
業
管
理
に
努
め
て
い

く
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
の
試
合
と

新
総
合
体
育
館
の
観
客
席
数

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

本
体
育
館
の
観

客
席
数
は
最
大
で
２
５
０
０

席
を
計
画
し
て
お
り
、
５
０
０
０
席
以

上
が
必
要
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
Ｂ

１
リ
ー
グ
の
公
式
戦
は
開
催
が
困
難
で

あ
る
。
一
方
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
Ｓ

Ｖ
リ
ー
グ
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
Ｓ
Ｊ

リ
ー
グ
等
は
公
式
戦
の
開
催
も
可
能
で

あ
る
。

【森山 一政 議員　質問事項】
●新総合体育館について
●観光振興について

資
材
不
足
等
の
影
響
に
よ
り
、

計
画
通
り
の
日
程
で
整
備
で

き
る
の
か
、
ま
た
、
完
成
時
期
に
つ
い

て
も
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

現
在
、
概
ね
順

調
に
進
捗
し
て
お
り
、
完
成

時
期
は
、
当
初
の
計
画
通
り
令
和
９
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。

運
営
開
始
後
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
、
年
間
ど
の
程
度

見
込
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

年
間
で
概
ね

１
億
５
千
万
円
か
ら
２
億
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

新
総
合
体
育
館
は
水
害
時
の

避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る

の
か
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

災
害
発
生
時
に

お
け
る
地
域
の
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
有
し
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
及
び
指
定
避
難
所
と
し
て
指
定
す

る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
災
害
の

種
類
や
規
模
、
状
況
な
ど
に
応
じ
た
活

用
を
考
え
て
い
る
。

森山　一政
議員

問１

新
総
合
体
育
館
整
備
に
つ
い
て
の
５
つ
の
質
問

問１-１答１-１

問１-２

問１-３

問１-５

問１-４

答１-２

答１-３

答１-４答１-５

り
懇
談
会
で
の
意
見
集
約
な
ど
に
よ
り
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
集
約
・

分
析
結
果
を
本
市
の
実
情
に
即
し
た
有

効
施
策
へ
の
反
映
に
活
か
し
て
い
る
。

日
中
一
時
支
援
事
業
に
対
す

る
市
の
認
識
と
供
給
体
制
を

含
め
た
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

当
該
事
業

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
日

中
に
お
け
る
一
時
的
な
活
動
の
場
を
確

今
後
、
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
を
ど
の
よ
う

な
分
野
で
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
い
た

い
。

企
画
部
長　

当
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
結
婚
・
子

育
て
支
援
に
係
る
交
付
金
充
当
事
業
の

効
果
検
証
を
行
い
、
事
業
の
継
続
を
含

む
有
効
な
活
用
策
を
検
討
す
る
。ま
た
、

若
い
世
代
へ
の
将
来
の
進
学
や
就
業
・

結
婚
・
子
育
て
な
ど
に
係
る
早
期
の
意

識
啓
発
の
た
め
の
事
業
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
、
新

た
に
当
交
付
金
を
活
用
し
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
も
当
交
付
金
を
有
効
活
用
し
、
結

婚
・
子
育
て
支
援
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
、
当
交
付
金
充
当
事
業

実
施
時
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
総
合

計
画
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定

時
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
ま
ち
づ
く

問１

保
す
る
と
と
も
に
、
家
族
の
就
労
支
援

や
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
意
義
の
あ

る
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
当

該
事
業
に
お
け
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は

多
様
化
し
て
お
り
、
特
に
障
が
い
児
を

中
心
に
、
放
課
後
や
長
期
休
暇
期
間
に

お
け
る
利
用
需
要
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

問２答２

【諏訪 一則 議員　質問事項】
●地域少子化対策重点推進交付金を
　活用した事業について
●日中一時支援事業について

問１

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
活
用
事
業
に
つ
い
て

問２

日
中
一
時
支
援
事
業
に
つ
い
て

答１

諏訪　一則 
議員
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為
政
者
が
様
々
な
施
策
を
展

開
す
る
際
に
、
ま
ず
初
め
に

考
慮
す
べ
き
は
、「
そ
の
施
策
が
公
平

で
あ
る
か
否
か
」
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
発
言
し
行
動
し
て
き

た
自
分
と
し
て
は
、
住
民
全
員
に
公
平

に
同
じ
金
額
を
渡
し
て
い
る
自
治
体
が

数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
市
の
対
応

に
若
干
の
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
当
市
の
対
応
方
法
の
決
定
の
経

緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

当
初
、
国
で
は
お
こ

自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
は

２
０
２
５
年
２
月
か
ら
２
台

と
な
り
、
一
日
６
便
運
行
し
て
い
る
。

維
持
管
理
費
に
年
間
約
１
億
円
か
か

る
。
約
８
㎞
走
行
に
約
１
時
間
を
要
す

る
。「
渋
滞
す
る
」「
運
行
維
持
費
、
利

用
者
数
、
道
路
や
交
通
状
況
等
に
つ
い

て
検
証
し
て
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
必
要
性
の

判
断
を
」な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
、
足
の
確
保
の
た
め
に
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
要
望
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
民
間
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
へ

の
補
助
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
75
歳

業
者
に
３
カ
月
間
の
減
免
で
は
な
く
、

延
長
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

約
73
億
円
積
立
て
て
い
る
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
た
基
本
料
金
の
減
免
の
延

長
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

上
下
水
道
部
長　

水
道
料
金

の
減
免
は
、
臨
時
交
付
金
の

枠
内
で
、
使
用
量
の
多
い
夏
季
期
間
減

免
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
減
免
期
間

の
延
長
を
行
う
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

以
上
無
料
化
、
市
外
ま
で
の
運
行
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

企
画
部
長　

自
動
運
転
Ｅ
Ｖ

バ
ス
の
運
行
は
、
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
や
経
済
的
効
果
の
検
証
等
を

実
施
し
、
詳
細
な
検
証
・
分
析
を
行
っ

て
い
る
。
民
間
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

補
助
に
つ
い
て
は
、「
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
」
を
日
常
的
な
移
動
手
段
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
新
た
な
補
助
制
度

を
創
設
す
る
予
定
は
な
い
。
75
歳
以
上

の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

長
期
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
、
運
行

経
費
の
一
部
を
利
用
者
の
皆
様
に
ご
負

担
い
た
だ
き
た
い
。
市
外
へ
の
乗
り
入

れ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
。

国
の
臨
時
交
付
金
の
活
用
で
、

水
道
の
基
本
料
金
を
７
月
か

ら
３
カ
月
間
減
免
す
る
。
水
道
料
金
の

減
免
は
誰
も
が
利
益
を
受
け
、
さ
ら
に

延
長
す
れ
ば
物
価
対
策
の
効
果
が
あ

る
。
東
部
土
地
区
画
整
理
地
内
に
進
出

し
た
大
型
店
に
は
、
上
下
水
道
料
金

３
０
０
万
円
の
補
助
を
５
年
間
行
っ
て

い
る
。
物
価
高
騰
で
大
変
な
市
民
や
事

問１

自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
見
直
し
と
公
共
交
通
の
充
実
を

問２

水
道
の
基
本
料
金
減
免
の
延
長
を
求
め
る

問１

問２

答２

答１

宇野　隆子
議員

【宇野 隆子 議員　質問事項】
●市民の安心安全について
●東海第二原発の再稼働問題について
●自動運転 EV バスの検証と公共交通の充実について
●介護保険について　●教育費の負担軽減について
●物価高騰対策について

め
券
の
配
布
を
推
奨
し
て
い
た
が
、
本

市
で
は
な
じ
ま
な
い
と
判
断
し
、
市
民

に
な
じ
み
が
あ
り
、
迅
速
に
対
応
可
能

な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
と
、
前
回

も
行
っ
た
水
道
の
基
本
料
金
の
減
免
に

よ
り
、
生
活
支
援
と
地
域
経
済
支
援
を

両
立
さ
せ
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し

た
。
市
民
・
事
業
者
へ
の
公
平
性
に
配

慮
で
き
る
も
の
と
し
て
議
論
の
も
と
、

実
施
す
る
。公

共
施
設
等
再
配
置
計
画
に

お
け
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
や
総

問１

物
価
高
騰
対
応
支
援
策
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

問２

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
応
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
運
用
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
は
、
購
入
し
や
す
い
金
額

設
定
と
し
、
応
募
者
全
員
が
購
入
で
き

る
仕
組
み
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
水
道

の
基
本
料
金
の
減
免
に
よ
り
、
市
民
や

事
業
者
の
固
定
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
か
ら
、
公
平
性
に
配
慮
し
た
生
活
支

援
と
地
域
経
済
支
援
を
両
立
し
て
い
る

と
考
え
る
。

【髙木　将 議員　質問事項】
●物価高騰対応支援策に対する考え方について
●地域人口格差について
●公共交通のあり方について
●公共施設等再配置計画について

合
福
祉
会
館
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

企
画
部
長　

い
ず
れ
の
施
設

も
、
継
続
的
に
施
設
を
維
持

す
る
施
設
機
能
維
持
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら

24
年
、
総
合
福
祉
会
館
は
25
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
の
機
能
維
持
や
安
全
性

の
確
保
を
図
る
た
め
、
設
備
の
更
新
や

必
要
な
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

髙木　将
議員

問１-１

問１-2答１-2

問２

答２

答１-１
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図
書
館
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ア
ク
セ
ス
と
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
推
進
に
つ
い
て
、
り
ん
ご
の

棚
の
充
実
や
周
知
、
分
室
で
の
対
応
、

今
後
の
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環
境
づ

く
り
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

り
ん
ご
の
棚
を

は
じ
め
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書
籍
等
の
展

示
、
大
活
字
本
、
電
子
書
籍
、
オ
ー
デ
ィ

オ
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
進
め
る
。
必
要
な

資
料
を
必
要
な
人
に
届
け
る
た
め
、
学

妊
産
婦
・
乳
幼
児
を
抱
え
る

家
庭
が
、
災
害
時
に
も
安
心

し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
地
域
防
災
計

画
で
の
位
置
付
け
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
、
専
用
避
難
所
化
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

総
務
部
長　

妊
産
婦
や
乳
幼

児
家
庭
を
高
齢
者
や
障
害
者

等
と
同
様
に
要
配
慮
者
と
位
置
付
け
、

避
難
所
で
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
易

ベ
ッ
ド
等
を
活
用
し
、
授
乳
・
お
む
つ

交
換
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
努
め
る
。
粉
ミ

ル
ク
、
使
い
捨
て
哺
乳
瓶
、
紙
お
む
つ

等
の
乳
幼
児
向
け
物
資
の
備
蓄
を
進
め

る
と
と
も
に
、
保
健
師
等
に
よ
る
健
康

状
態
の
把
握
や
相
談
支
援
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
医
療
機
関
や
関
係
機
関
と

連
携
す
る
。
指
定
避
難
所
で
は
、
災
害

規
模
や
避
難
者
の
状
況
に
応
じ
て
学
校

施
設
の
教
室
等
を
活
用
し
、
福
祉
避
難

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
も
努
め
る
。
保
育

園
等
を
専
用
避
難
所
と
す
る
予
定
は
な

い
が
、他
自
治
体
の
事
例
を
研
究
す
る
。

問１

校
や
保
育
所
、
障
害
福
祉
部
門
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
利
用
案
内

の
周
知
や
相
談
対
応
に
も
努
め
る
。
ま

た
、
本
館
・
分
館
の
ど
こ
で
も
受
け
取

り
・
返
却
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
図
書
宅

配
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
地
域
間
格
差
の
縮

小
を
図
り
、
障
が
い
の
有
無
や
距
離
的

な
制
約
に
左
右
さ
れ
な
い
、
誰
も
が
読

書
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
。

問２答２

【深谷　渉 議員　質問事項】
●街路樹の管理について
●災害時の避難所について
●読書のユニバーサルアクセスについて

問１

災
害
時
の
妊
産
婦
・
乳
幼
児
専
用
避
難
所
の
考
え
を
問
う 

問２

読
書
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス
実
現
に
向
け
た
方
針
は 

答１

深谷　渉
議員

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●本市の三大プロジェクト
　　東部地区商工業地域について
　　市道０１３９号線について
　　新総合体育館について

平山　晶邦
議員

問１

三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
東
部
地
区
商
工
業
地
域
、

　
　

市
道
０
１
３
９
号
線
、
山
吹
運
動
公
園
整
備
は
！ 

山
吹
運
動
公
園
周
辺
整
備
は
、
野
球
場

の
防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備
が
完
了
し
、
源

氏
川
沿
い
の
遊
歩
道
整
備
を
今
年
度
中

に
着
手
す
る
。
新
総
合
体
育
館
は
、
令

和
９
年
度
完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
軸
に
地
域
振
興
の
活

性
化
や
生
涯
学
習
、健
康
づ
く
り
の
場
、

災
害
時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
指
定

避
難
場
所
の
役
割
を
果
た
し
、
山
吹
運

動
公
園
全
体
で
年
間
20
万
人
の
来
場
者

を
目
指
す
。

ha
で
あ
る
。
企
業
誘
致
が
す
べ
て
完
了

し
た
際
は
、
31
の
店
舗
や
工
場
で
雇
用

者
が
８
０
０
人
と
な
る
見
込
み
で
、
地

域
の
活
性
化
や
市
内
定
住
の
促
進
が
図

ら
れ
る
。

　
　
建
設
部
長　

市
道
０
１
３
９
号
線
に

つ
い
て
は
、
本
路
線
の
全
体
の
完
成
を

令
和
11
年
度
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

本
路
線
の
開
通
に
よ
り
、
日
立
市
の
三

次
救
急
医
療
機
関
へ
の
救
急
搬
送
時
間

が
約
７
分
短
縮
さ
れ
、
生
存
率
の
向
上

が
期
待
さ
れ
、
こ
の
道
路
の
一
日
の
想

定
利
用
者
約
６
０
０
０
人
を
超
え
る

方
々
の
通
勤
・
通
学
環
境
の
改
善
、
定

住
促
進
等
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
こ

の
道
路
の
整
備
は
、
日
立
市
や
そ
の
周

辺
地
域
か
ら
の
交
通
の
便
が
良
く
な

り
、
整
備
が
進
む
国
道
２
９
３
号
バ
イ

パ
ス
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
都
市
間

交
流
が
活
発
化
す
る
こ
と
で
経
済
面
へ

の
効
果
も
大
い
に
期
待
で
き
る
。

　

教
育
長　

新
総
合
体
育
館
を
含
め
た

東
部
地
区
商
工
業
地
域
、
市

道
０
１
３
９
号
線
（
仮
称
真

弓
ト
ン
ネ
ル
道
路
）、
山
吹
運
動
公
園

整
備
と
新
総
合
体
育
館
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
、
そ
し
て
本
市
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

商
工
観
光
部
長　

東
部
地
区

商
工
業
地
域
に
つ
い
て
は
、

総
事
業
面
積
26
・
１
ha
の
内
、
誘
致
可

能
面
積
19
・
１
ha
に
対
し
て
16
・
７
ha

の
利
用
決
定
が
さ
れ
、
残
り
は
２
・
４

問１答１
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　市議会では、5月14日、15日、19日、20日の4日間、市内4地区で市民を対象とした議会報告・
意見交換会を開催し、延べ 112 人の市民の皆さんにご参加いただきました。今年度は「地域防
災について」をテーマに意見交換を行い、防災のために普段から心掛けていることや不安に思っ
ていることなどについて、 多くのご意見をいただきました。いただいたご意見は、議員で共有し、
議会活動に活かしてまいります。

議会報告・意見交換会はどうでしたか？ どのようなテーマに関心がありますか？

議会報告・意見交換会

アンケートの
結果より

※上位 5つのみ表示

◆防災のために普段から心掛けていること◆
・飲料水や食料、簡易トイレや生活用品、防災用品の備蓄をおこなっている。
・ガソリンを常に満タンに近い状態に保つよう心掛けている。
・ハザードマップの確認や避難経路の把握をおこなっている。
・地域の防災訓練や防災講座へ参加し、防災知識の習得に努めている。
◆防災について不安に思っていること◆

・災害発生時の避難場所や避難経路（道路の状況等）が安全なのか不安で、避
難所が開設されても行くべきなのか判断ができない。 

・河川の氾濫や増水への不安。
・自主防災組織や自治会の担い手不足、高齢化への不安。
・通信手段が無い（携帯電話や固定電話が不通）時の救急要請についての不安。

◆「個人・地域でできること」と「行政にしてほし
いこと」◆
・【個人・地域】地域住民同士の日頃からのコミュ

ニケーションを大切にし、助け合える関係づく
りを進める。

・【個人・地域】行政任せにせず、自ら備え、地
域全体で防災意識の向上を図る。

・【行政】防災士や自主防災組織のリーダーなど、
地域防災を担う人材育成を進めてほしい。

・【行政】じょうづるさんナビで災害通知を受信
しているが、LINE 等の避難通知も含め確実に
情報が伝わるようにしてほしい。

皆さんの声
（抜粋）
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議　案　質　疑

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけでは分からないことを質問する行為のことです。

議案第 38号　太田地域交流センター新築工事請負契約について

議案第 43号　令和８年度常陸太田市一般会計補正予算（第１号）について

（令和８年４月７日付けで一般競争入札に付した太田地域交流センター新築工事の請負契約を締結する
もの）

（一般会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 157,982 千円を追加し、総額を 32,145,982 千円とす
るもの）

問１

問１

太田地域交流センター新築工事の外構工事における境界フェンスの仕様について伺いたい。なお、
どのような観点でその仕様にしたのか併せて伺いたい。

商工費のプレミアム付商品券発行事業 68,353 千円について、プレミアム付商品券業務委託料の
プレミアム分の積算根拠と委託先について伺いたい。

答１

答１

太田小学校との境界フェンスは、高さ３ｍの金網張りとしている。どのような観点でその仕様に
したのかということについては、本施設の基本設計は設計コンサルタントに委託をしており、専門
業者との協議により、太田地域交流センター敷地から学校敷地への立ち入りを防止しつつ、地域で
子どもたちを育てていく観点から、学校の閉塞感が生じないよう金網タイプとした。

プレミアム分の積算根拠は、当初、申込者 22,000 人で 88,000 口の予算を計上していたが、5 月
21 日時点の申込者数と締め切りまでの最終的な申込者数について日々の申込状況を踏まえ積算を
した結果、申込者を 27,521 人、口数を 109,600 口と見込み、不足する 21,600 口分、64,800 千円
を予算計上するものである。また、委託先については、東京都板橋区の「株式会社 DEITA」と福
岡県福岡市の「株式会社まちのわ」の２社となっている。

　６月４日、茨城県立太田西山高等学校の３年生
の生徒 18 名の皆さんが、議会を傍聴しました。
　傍聴後のアンケートでは、「難しい言葉を使わ
ず、かつ、わかりやすく発言をしていて、とても
わかりやすかった。」といった意見も見られました。

＼ 太 田 西 山 高 校 の 生 徒 が 議 会 傍 聴 ／＼ 太 田 西 山 高 校 の 生 徒 が 議 会 傍 聴 ／ ＼ 誉 田 小 の 児 童 が 議 場 見 学 ／＼ 誉 田 小 の 児 童 が 議 場 見 学 ／
　６月 22 日、誉田小学校３年生の児童 12 名の
皆さんが、授業の一環で議場を見学しました。
　市議会に関するクイズに挑戦したり、議長席に
着席してみたりと、議場の雰囲気を肌で感じなが
ら、市議会の役割などについて学びました。
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見
込
ん
だ
の
か
伺
い
た
い
。

想
定
外
の
事
象
や
物
価
変
動
等
を
注

視
し
つ
つ
、
掘
削
土
搬
送
先
の
調
整
な
ど

で
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
、
物
価
変
動
分
は

入
札
差
金
の
範
囲
で
対
応
可
能
と
考
え

る
。

戸
別
浄
化
槽
の
修
繕
は
本
補
正
予
算

で
完
了
す
る
見
込
み
な
の
か
。
ま
た
、
未

対
応
分
が
あ
る
場
合
、
今
後
の
予
算
措
置

に
つ
い
て
伺
う
。

今
回
の
補
正
予
算
で
、
今
回
対
象
分

の
浄
化
槽
の
修
繕
は
完
了
す
る
。
今
後
も

設
置
後
10
年
を
経
過
し
た
浄
化
槽
を
順
次

譲
渡
す
る
が
、
市
の
管
理
期
間
中
に
生
じ

た
不
具
合
は
市
が
対
応
す
る
。
ま
た
、
譲

渡
に
伴
い
修
繕
費
は
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

停
電
時
に
発
電
機
や
非
常
用
電
源
で

の
稼
働
が
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
機
器
の

性
能
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

停
電
時
も
発
電
機
や
電
気
自
動
車
か

ら
給
電
可
能
で
あ
り
、
体
育
館
な
ど
の
大

空
間
に
お
い
て
冷
風
・
温
風
を
局
所
的
に

送
り
、
避
難
所
の
生
活
環
境
を
確
保
す
る

上
で
、
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
る
性
能

を
持
っ
て
い
る
。

消
防
費
の
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入

費
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
、
水
府
地
内
で

の
交
通
事
故
に
よ
る
車
両
の
入
れ
替
え
と

理
解
し
て
い
る
が
、
被
害
の
程
度
や
保
険

の
適
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

相
手
方
の
自
動
車
保
険
が
適
用
さ

れ
、
過
失
割
合
10
対
０
で
補
償
さ
れ
る
。

ま
た
、
車
両
は
全
損
で
、
資
機
材
は
破
損

し
た
も
の
の
み
を
新
規
購
入
し
、
使
用
可

能
な
も
の
は
新
し
い
車
両
に
載
せ
替
え
て

運
用
す
る
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
支
援

に
つ
い
て
、「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
及

び
茨
城
県
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
本
市

に
お
け
る
対
象
女
性
か
ら
の
相
談
対
応
の

現
状
、
今
後
の
相
談
体
制
整
備
及
び
計
画

策
定
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
で
は
、
県
が
主
催
す
る
研
修
を

受
講
し
た
職
員
２
名
を
中
心
に
、
必
要
に

応
じ
庁
内
外
と
連
携
し
て
対
象
女
性
へ
包

括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
独
自
の
体
制
整
備
や
計
画
策
定
の
予

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約

２
件
、
物
品
購
入
契
約
１
件
、
補
正
予

算
１
件
、
合
計
４
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
４
議
案
を
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

議
案
第
40
号　

移
動
式
エ
ア
コ
ン
購

入
の
契
約
に
つ
い
て  

（
令
和
８
年
４
月
10
日
付
け
で
一
般

競
争
入
札
に
付
し
た
移
動
式
エ
ア
コ

ン
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
も
の
）

議
案
第
43
号　

令
和
８
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

つ
い
て   

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
７
９

８
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
２
１
億
４
５
９
８
万
２
千
円
と
す

る
も
の
） ▼

主
な
質
疑
応
答

答答 問問

問答

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

深
谷　
　

渉

副
委
員
長 

鴨
志
田　

悟

委　
　

員 

茅
根　
　

猛

委　
員　

深
谷　

秀
峰  

　

〃　

 

平
山　

晶
邦

　

〃　

 

郡
司　

哲
也

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
市
道
０
１
３
９
号
線
ト

ン
ネ
ル
本
体
工
事
等
委
託
契
約
２
件
、

補
正
予
算
１
件
、
合
計
４
件
の
審
査
を

行
い
、
付
託
さ
れ
た
４
議
案
を
全
会
一

致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
、
請
願
１
件
を
全
会
一
致
に
よ
り
趣

旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
い
て
、
地
質
条

件
等
に
よ
る
設
計
変
更
や
追
加
費
用
が
発

生
し
た
場
合
の
予
算
措
置
や
契
約
額
の
積

算
に
つ
い
て
、
物
価
変
動
等
を
ど
の
程
度

議
案
第
41
号　

市
道
０
１
３
９
号
線

ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
委
託
契
約
に
つ

い
て  

（
令
和
８
年
５
月
15
日
に
茨
城
県
と

仮
契
約
を
し
た
市
道
０
１
３
９
号
線

ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
の
委
託
契
約
を

締
結
す
る
も
の
）

議
案
第
44
号　

令
和
８
年
度
常
陸
太

田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て     

（
下
水
道
事
業
等
会
計
の
収
入
支

出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
０
０
万
円
を

追
加
し
、
支
出
の
営
業
費
用
を

14
億
９
５
４
７
万
９
千
円
と
す
る
も

の
）

▼
主
な
質
疑
応
答

問

答答【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

森
山　

一
政

副
委
員
長 

成
井
小
太
郎

委　
　

員 

高
星　

勝
幸

委　
員　

益
子　

慎
哉  

　

〃　

 

石
川　

晶
大

 

問

文
教
民
生
委
員
会

▼
付
託
案
件
以
外
の
質
疑

定
は
な
い
も
の
の
、
国
の
方
針
や
県
の
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
対
象
女
性

に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

小
室　

信
隆

副
委
員
長 

諏
訪　

一
則

委　
　

員 

宇
野　

隆
子

委　
員　

髙
木　
　

将

　

〃　
　

菊
池　

勝
美

　

〃　
　

片
根　

志
雄
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議会について教えて議会について教えて シリーズ⑯

令和８年第３回市議会定例会陳情・請願審査結果
陳 情

請　　願

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果
【陳情第 3 号】 

国に国民の主食である米の価格を統制すること
を求める意見書の提出に関する陳情

社会の歪を鋭く追及
政策提言する世直し集団「一輪のバラの会」
代表　加藤　克介

報　告

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果
【請願第 3 号】 

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の
拡充を求める意見書」採択の請願

茨城県労働組合総連合
議長　鈴木　貴之 趣旨採択

請 願 ・ 陳 情 と は請 願 ・ 陳 情 と は
　市民の皆様が、日頃感じている市政への意見や要望を直接議会に届けることができる制度が「請願」

と「陳情」です。今回は、これらの制度について解説します。

Ｑ：「請願」と「陳情」とは何ですか？
Ａ：どちらも、市民の皆様が議会に対して「○○してほしい」といった意見や要望を文書で提出できる

制度です。国籍や年齢を問わず、誰でも提出することができます。

月　日 議会名 主 な 視 察 項 目
５月12日(火) 愛知県知立市議会 自動運転 EV バスについて
５月13日(水) 新潟県見附市議会 公共交通について
５月14日(木) 茨城県議会 自動運転 EV バス定常運行までの取組について

行政視察にお越しいただきました

Ｑ：「請願」と「陳情」の違いは何ですか？
Ａ：大きな違いとしては、「紹介議員の有無」と「審査の有無」です。

●請願：当議会の議員の紹介（署名または記名・押印）が必要です。提出された請願は、所管の委員
会に付託されます。その後、委員会や本会議で審査され、後日、審査結果が請願者に通知されます。

●陳情：議員の紹介は必要ありません。提出された陳情は、原則、当議会の議員に写しを配布するの
みで、審査は行われません。

Ｑ：どうやって提出すればいいですか？
Ａ：決まった様式はありません。日本語で、提出年月日、請願の趣旨、請願事項、請願者の住所及び氏

名（法人の場合はその名称及び代表者の氏名）を記載し、押印をした上で、議会事務局（市役所本
庁舎４階）へ持参または郵送により提出してください。

Ｑ：提出期限はありますか？
Ａ：各定例会が始まる 5 日前（土日祝日を除く）の午後 5 時までに提出されたものは、直近の定例会

に上程されます。上記の提出期限以後に提出されたものは、その次の定例会での取り扱いとなりま
す。
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９月定例会会期日程（予定）

※開会はすべて午前 10 時からです。
９月１日（火）開会・議案説明
　　　　３日（木）一般質問
　　　　４日（金）一般質問
　　　　７日（月）議案質疑
　　　　９日（水）総務建設委員会
　　　10 日（木）教育福祉産業委員会
　　　14 日（月）決算特別委員会
　　　15 日（火）決算特別委員会
　　　18 日（金）委員長報告 ･ 採決 ･ 閉会

編 

集 

後 

記

り
よ
だ
会
議
市
田
太
陸
常

No.
185

行
発

　
　

会
議
市
田
太
陸
常

　

者
任
責
行
発

　

長
議
　

高
星

　勝
幸

　
　
　
　

３
１
３
〒

－

１
１
６
８

　

０
９
６
３
町
井
金
市
田
太
陸
常
県
城
茨

話
電
　

４
９
２
０

）

２
７

（

Ｘ
Ａ
Ｆ
）
２
３
４
線
内
（１
１
１
３

　

４
９
２
０

）

３
７

（

９
１
１
１

和
令

8
年
8
月
5

行
発
日

議 会 日 誌

４月21日に第３回定例会の会期等について審議を
行った。５月21日には、第３回定例会の第１日の日程、
議案等委員会付託、一般質問・議案質疑の通告期限、一
般質問の発言方法・時間制限等について審議し、６月２
日に一般質問通告者について、６月11日には最終日の
日程について審議を行った。

議会運営委員会

委員長　益子　慎哉　　副委員長　茅根　　猛
委 員　宇野　隆子　　委 員　深谷　　渉
〃 　小室　信隆　　 〃 　森山　一政

4 月 9 日 県北市議会議長会定例会

16日 茨城県市議会議長会定例会

17日 広報委員会

21日 議会運営委員会 / 全員協議会 / 広報委員会

22日 市町村長・市町村議会議長会議

23日 関東市議会議長会定期総会

5 月12日 愛知県知立市議会行政視察来市

13日 新潟県見附市議会行政視察来市

14日
茨城県議会行政視察来市 / 議会報告・意見交
換会（里美地区）

15日 議会報告・意見交換会（常陸太田地区）

19日 議会報告・意見交換会（金砂郷地区）

20日 議会報告・意見交換会（水府地区）

21日 議会運営委員会 / 全員協議会

27日 全国市議会議長会定期総会

6 月 2 日 本会議（開会・議案説明）/ 議会運営委員会

4 日
本会議（一般質問）/ 茨城県立太田西山高等
学校 3 年生議会傍聴

5 日 本会議（一般質問）

8 日
本会議（議案質疑）/ 総務委員会協議会 / 産
業建設委員会協議会

9 日 総務委員会

10日 文教民生委員会

11日
産業建設委員会 / 議会運営委員会 / 全員協議
会 / 広報委員会

16日 本会議（委員長報告・採決・閉会）

22日 誉田小学校 3 年生議場見学

24日
官民連携複合施設オープニングセレモニー /
市営瑞竜霊園現地視察

議
会
だ
よ
り
第
１
８
５
号
で
は
、
令
和
８

年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
の
主
な
内
容
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

６
月
４
日
に
は
、
茨
城
県
立
太
田
西
山
高

等
学
校
３
年
生
18
名
が
議
会
を
傍
聴
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
６
月
22
日
に
は
、
市
立
誉
田
小
学

校
３
年
生
12
名
が
議
場
等
を
見
学
さ
れ
、
議
場

に
お
い
て
は
議
長
席
に
座
っ
た
り
、
傍
聴
席
へ

移
動
し
た
り
、
議
会
の
役
割
を
肌
で
感
じ
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
階
か

ら
新
し
い
商
店
街
を
眺
め
た
時
は
、
大
変
驚
い

た
様
子
で
し
た
。

５
月
に
は
、
市
内
４
会
場
に
お
い
て
「
地

域
防
災
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
延
べ
１
１
２
名
の

方
々
に
ご
参
加
を
頂
き
、
防
災
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

４
年
の
任
期
も
満
了
を
迎
え
、
こ
の
７
名
で
の

編
集
も
今
回
が
最
終
号
に
な
り
ま
す
。
次
号
か

ら
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
・
読
み
や
す

い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
向
け
て
、
新
た

な
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

菊
池　

勝
美

副
委
員
長　

森
山　

一
政

委　
　

員　

宇
野　

隆
子

〃

　

成
井
小
太
郎

〃

　

深
谷　
　

渉

〃

　

小
室　

信
隆

〃

　

鴨
志
田　

悟
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